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『人に迷惑をかけなければいいのか？』
という資料を通して， 

「きまりの意義」について考えました！ 

『きまり』は，みんなが守ってこそのきまりだから，一人ずつきまりを

破っていくと，また新しいきまりができる。だから，きまりというのは守

らないといけない。私も守れるようにしたいです。 

人に迷惑をかけると，みんなの迷惑になる。迷惑をかけるということは，

やってはいけないこと。しっかりルールやきまりを守って何事も取り組も

うと思った。 

きまりというのは，自分たちのためにあり，守るために，他の人が困ら

ないようにするためにあるのだと思う。理由は，例えば，工事現場でも「こ

こに入ってはダメ」というきまりを守らなかったら，自分がけがをしてし

まうからです。 

きまりとは，自分の都合だけでかえることができない。けれど，自分の

都合で変えてしまったら，きまりではなくなると思った。きまりを守るん

じゃなくて，きまりに守られていると思った。 

理由があってきまりはあるのに，自分たちの勝手な行動で人に迷惑をか

け，大きな事故などにつながってしまうから，きまりは必ず守らなければ

ならない。 
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『私たちの道徳』P.135 より引用 

きまりは，自分たちの安全のためにあると思います。自分が何も思わず

にしていることが，他の人の迷惑になっていることかを考えて行動してい

きたいと思います。 

自分の都合だけを考えて行動すると，自分以外の人たちに迷惑がかかっ

てしまい，みんなが良い気持ちでいられなくなってしまう。自分が他の人

に迷惑をかけられたら嫌な気持ちになるから，そのことを他の人にしては

いけないと思う。 

きまりがないと，みんなが自分勝手にして，色んな人に迷惑をかけてし

まったりすることがあるから，きまりがあった方が良いと思った。 

自分も他人も安全に過ごすためにはきまりが大切。きまりを破ってしま

ったら，他人に迷惑をかけ，危険になってしまう。きまりは破ってしまう

よりも守った方がいいと思った。 

他の人に迷惑をかけないために『きまり』がある。きまりを破ると，い

つか取り返しのつかないことになってしまうかもしれないと思った。 
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